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伝
承
者 

馬
橋
獅
子
舞
保
存
会 

町
無
形
民
俗
文
化
財
に
指
定
さ
れ
て
い
ま
す
。 

詳
細
は
不
詳
で
す 

が
、
江
戸
時
代
か
ら
伝
承
さ
れ
て
、
五
穀
豊
穣
、
家
内
安
全
、
悪
疫 

退
散
な
ど
の
願
い
を
か
け
て
、
笛
や
太
鼓
に
合
わ
せ
て
「
芝
獅
子
」 

「
へ
い
そ
く
」
「
猿
獅
子
」
「
剣
の
舞
」
な
ど
の
演
目
が
奉
納
演
舞 

さ
れ
て
い
ま
す
。 

一
時
期
中
絶
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、
昭
和
四
十
三
年
再
興
さ
れ
て

以
来
、
熱
心
な
村
の
青
年
達
に
よ
っ
て
継
続
さ
れ
て
い
ま
す
。 

平
成
十
二
年
ま
で
は
毎
年
七
月
十
五
日
に
行
わ
れ
て
い
ま
し
た
が
、 

現
在
は
、
七
月
第
三
土
曜
日
の
夕
方
か
ら
、
村
の
鎮
守
・
香
取
神
社

で
演
舞
さ
れ
て
い
ま
す
。 

発
祥
の
由
来
等
に
つ
い
て
は
不
明
で
す
が
、
古
く
は
相
持
院
、
香

取
神
社
、
区
長
宅
等
に
お
い
て
演
舞
さ
れ
た
と
い
わ
れ
現
在
は
香
取

神
社
の
み
と
な
っ
て
い
ま
す
。 

        


